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第
２
波
へ
対
応
と
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

の
展
望
は
。

　
　
　
感
染
症
対
策
は
２
月

３
日
に
対
策
連
絡
会
議
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
後
町
対
策
本

部
に
移
行
し
、
自
粛
要
請
、

衛
生
資
材
の
備
蓄
と
配
布
、

情
報
発
信
に
よ
る
啓
蒙
活
動

な
ど
感
染
防
止
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
経
済
、
生
活
関
連
に
つ
い

て
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
、

経
済
の
回
復
、
生
活
支
援
、

雇
用
の
確
保
と
事
業
継
承
の

観
点
か
ら
町
独
自
の
対
応
を

検
討
、
実
施
し
て
い
る
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
に
お

い
て
は
特
別
定
額
給
付
金
、

子
育
て
臨
時
特
別
給
付
金
を

計
上
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
29
日
に
は
補

正
予
算
の
第
２
号
と
し
て
持

続
化
給
付
金
、
地
域
企
業
経

営
持
続
支
援
事
業
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
、
特
産

議
員

町
長

遠
えん

藤
どう

 裕
ひろ

樹
き

 議員

品
販
売
促
進
事
業
、
ひ
と
り

親
家
庭
臨
時
給
付
金
、
高
齢

者
ま
ご
こ
ろ
弁
当
宅
配
事
業

な
ど
を
予
算
化
し
た
。

　

第
２
波
へ
の
対
応
は
県
、

市
町
村
と
連
携
し
た
対
応
を

と
り
、
発
生
段
階
ご
と
に
的

確
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
体

制
を
整
備
し
な
が
ら
、
地
域

経
済
に
打
撃
に
な
ら
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
つ
い

て
は
、
住
環
境
や
就
労
環
境

の
整
備
と
支
援
策
の
拡
充
を

茶屋場・田子線側から始まっている新大橋の工事

一般質問

問

答

コロナ対策の現状と展望は

第２波にも適切に対応する

一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

図
り
、
移
住
定
住
関
係
人
口

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
町

内
外
か
ら
の
意
欲
と
熱
意
を

持
っ
た
人
材
の
参
画
を
推
進

し
、
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り

へ
の
愛
着
を
深
め
、
関
係
人

口
の
増
加
、
移
住
定
住
へ
の

拡
大
、
促
進
に
つ
な
が
る
よ

う
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
葛
巻
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　
観
光
を
切
り
口
に
新

た
な
視
点
で
若
者
の
雇
用
を

創
出
す
る
取
り
組
み
と
し
て

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
特
産
品・ま
ち
な
か・

観
光
Ｐ
Ｒ
・
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
若
者
高
校
生
・
移

住
交
流
の
６
つ
の
部
会
で
取

議
員

町
長

　
　
　
保
育
所
の
老
朽
化
と

幼
児
教
育
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
就
学
前
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
、
就
学
前
教
育

の
方
針
を
策
定
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
な
ど
の
要
望
、
設
備

の
老
朽
化
の
状
況
を
総
合
的

に
踏
ま
え
な
が
ら
整
備
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
く
。
町

で
は
こ
の
方
針
を
踏
ま
え
、

今
年
度
は
幼
児
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
各
保
育

園
を
巡
回
。
指
導
観
察
と
教

育
内
容
や
指
導
方
法
な
ど
の

改
善
、
保
育
士
の
資
質
や
専

門
性
の
向
上
を
図
る
取
り
組

み
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

議
員

町
長

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み

保
育
園
の
老
朽
化

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員
　
　
　
岩
手
県
内
が
「
感
染

者
確
認
ゼ
ロ
」
の
驚
異
的
実

態
で
あ
る
が
、
町
長
の
所
見

は
。

　
　
　
依
然
と
し
て
本
県
か

ら
感
染
者
が
発
生
し
て
い
な

い
状
況
は
、
当
然
誇
る
べ
き

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測

は
あ
る
。

　
国
内
感
染
が
確
認
さ
れ
た

初
期
段
階
か
ら
、
緊
急
事
態

宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
感
染
拡

大
期
に
至
る
ま
で
、
基
本
的

な
感
染
予
防
策
や
移
動
自
粛

な
ど
、
県
民
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
国
内
で
は
東
京

を
中
心
に
新
規
感
染
者
の
発

生
が
続
き
、
第
２
波
、
第
３

波
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
引
き
続
き
、
新
た
な
生

活
様
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

経
済
活
動
の
回
復
と
、
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
仮
に
感
染
者
が
発

議
員

町
長

　
　
　
整
備
完
了
後
、
道
路

の
拡
幅
な
ど
、
引
き
続
き
改

良
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
本
路
線
は
町
中
心
部

と
浦
子
内
地
区
を
結
ぶ
唯
一

の
路
線
で
、
大
橋
を
起
点
に

南
方
向
に
路
線
が
延
び
て
お

り
、
そ
の
総
延
長
は
１
７
４

０
㍍
で
あ
る
。

　
大
橋
の
老
朽
化
に
伴
う
架

け
替
え
工
事
に
あ
わ
せ
、
道

路
の
拡
幅
改
良
と
、
河
川
護

岸
の
工
事
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
現
時
点
で
の
計
画
で
は
、

大
橋
を
含
め
た
延
長
約
４
２

０
㍍
を
工
事
区
間
と
し
て
い

る
。

　
現
計
画
を
除
い
た
延
長
１

３
２
０
㍍
に
つ
い
て
は
、
予

定
し
て
い
る
改
良
事
業
完
了

後
に
、
ほ
か
の
町
道
の
整
備

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
改
め

て
検
討
し
た
い
。

議
員

町
長

生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

速
や
か
な
対
応
と
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
衛
生
資
材
の
備
蓄
を

進
め
る
。

　
発
生
段
階
に
応
じ
た
対
処

方
針
を
定
め
、
町
対
策
本
部

を
中
心
に
県
や
医
療
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
体
制
の
整

備
を
図
る
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
伴
う
町
内
経
済
と
、
町

民
生
活
へ
の
影
響
は
。

　
　
　
４
月
に
は
商
工
会
と

議
員

町
長

問

答

新型コロナウイルス感染症対策は

発生段階に応じた体制の整備

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

町
道
葛
巻
浦
子
内
線
整
備

連
携
し
商
工
会
員
と
な
っ
て

い
る
商
工
業
者
を
対
象
に
、

売
り
上
げ
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
約
８
割
の
商

工
業
者
が
前
年
同
月
と
比
較

し
て
売
り
上
げ
が
減
少
し
て

い
る
と
回
答
し
、
町
内
の
経

済
が
大
き
く
停
滞
し
て
い
る

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
今
後
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
実
情
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
で
、
町

民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

まちの活性化に取り組むＤＭＯの観光ＰＲ部会

ＤＭＯとは…地域住民が観光産業や行政と連携し、地域自
らが誘客事業を行う着地型観光（観光地では味わえない経
験や体験を観光商品として打ち出すこと）の組織や人材


